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子
と
な
る
。
人
類
が
い
か
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
長
く
付
き
合
っ
て
き
た
か
想
像
に
難
く
な
い
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
を
破
っ
た
冬
将
軍
は
す
な
わ
ち
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
を
終
結

さ
せ
た
の
も
、
ス
ペ
イ
ン
フ
ル
（
日
本
語
は
ス

ペ
イ
ン
風
邪
で
あ
る
が
、
あ
え
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
略
称
フ
ル
を
つ
け
た
）
で
あ
る
。
さ
ら

に
現
代
科
学
が
初
め
て
介
入
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
あ
る
。

わ
が
国
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
用
語

は
一
八
三
五
年
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
八
九
〇
年
以
後
流
行
性
感
冒
と
い
わ
れ
て
き

た
。
こ
こ
で
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。

『
わ
が
国
屈
指
の
財
閥
系
銀
行
で
の
こ
と
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
の
で
休
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。」
上
司
「
風
邪
ご
と
き
で
休
む
な
」。

一
方
米
国
資
本
の
外
資
系
銀
行
の
ア
メ
リ
カ
人

角田  隆文
東京都保健医療公社荏原病院

感染症内科部長

【つのだ たかふみ】1982 年千葉大学医学部
卒業、同第一内科（現腫瘍内科）、鹿島労災
病院。1989 年都立豊島病院、1994 年都立
荏原病院、2001 年同部長、2006 年移管に
伴い現職。東邦大学客員講師、東京都新型
インフルエンザ対策委員などを務める。

初
め
に
：
歴
史
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

『
あ
る
日
突
然
に
多
数
の
住
民
が
高
熱
を
出

し
、
震
え
が
き
て
咳
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
た

ち
ま
ち
村
中
に
こ
の
不
思
議
な
病
が
拡
が
り
、

住
民
た
ち
は
脅
え
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
去

っ
て
い
っ
た
。』
こ
れ
を
読
ん
だ
小
学
生
の
息

子
が「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
じ
ゃ
ん
」と
即
答
し
た
。

こ
の
記
載
は
日
本
感
染
症
学
会
専
門
医
で
あ

シリーズ「感染症を知る」第1回

「インフルエンザ」

る
と
同
時
に
日
本
医
史
学
会
会
員
で
も
あ
る
木

村
丹
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
医
療
の
歴
史
』

（http://w
w
w
.k2.dion.ne.jp/̃drkim

ura/

index.htm
l

）
に
記
載
さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
四
一
二
年

の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
記
録
で
あ
る
（
次
ペ
ー
ジ

表
１
参
照
）。
わ
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の
医

学
書
「
医
心
方
」（
九
八
四
年
刊
）
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
の
疾
患
を
示
す
〝
咳
逆
〞
と
い

う
言
葉
を｢

之シ

ハ

ブ

キ

波
不
岐
」
と
訓
読
し
と
あ
る
。

木
村
先
生
の
文
章
に
は
『
一
〇
〇
八
年
頃
発

刊
さ
れ
た
源
氏
物
語
の
「
夕
顔
」
の
項
に
「
こ

の
暁
よ
り
し
は
ぶ
き

4

4

4

4

や
み
に
候
ら
ん
、
か
し
ら

い
と
痛
く
て
苦
し
く
侍
れ
ば
…
。」
と
あ
り
、

こ
れ
を
作
家
で
尼
の
瀬
戸
内
寂
聴
氏
は
現
代
語

版
で
「
朝
か
ら
風
邪
を
ひ
い
て
、
頭
が
痛
く
て

気
分
が
悪
い
…
。」
と
表
現
し
て
い
る
。』
と
あ

り
、
夕
顔
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た
様
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課
長
は
「
会
社
に
損
失
を
与
え
る
気
か
。
し
っ

か
り
治
す
ま
で
出
て
く
る
な
」』。
米
国
で
は
普

通
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
全
く
別
の
次

元
で
捉
え
て
お
り
、
わ
が
国
で
の
普
通
の
風
邪

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
混
同
は
「
流
行
性
感
冒
」

と
い
う
用
語
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
行
政
的
に
騒
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
よ
う
や
く
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
感

が
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
混
同
す
る
向
き
は
多
い
。

似
た
症
状
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
風
邪
あ

る
い
は
上
気
道
炎
と
は
異
な
る
疾
患
で
あ
り
、

死
亡
率
を
計
上
す
る
ほ
ど
の
疾
患
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
風
邪
は
ひ
く
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ひ
く
こ

と
は
な
く
、
罹
る
も
の
で
あ
る
。

症
状
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
見
分
け
方

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
流
行
時
に
は
八
〇
％

問
診
で
診
断
で
き
る
。
流
行
し
て
い
る
と
き
は

患
者
さ
ん
側
か
ら
み
る
と
、
発
熱
さ
え
あ
れ
ば

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
い
か
と
な
っ
て
し
ま

う
が
、
発
熱
を
伴
わ
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
い

き
な
り
肺
炎
症
状
と
な
っ
て
し
ま
う
も
の
ま
で

あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
典
型
例
と
し
て
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
体
調
変
化
を
振
り
返
っ
て
、
何
時
か

ら
の
症
状
か
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
。
前
駆
症
状
の

な
い
こ
と
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
あ
る
。

咳
が
出
る
、
の
ど
が
痛
い
と
い
う
症
状
の
前
に

食
欲
が
落
ち
た
と
か
、
全
身
が
だ
る
く
な
っ
た

と
か
、
あ
る
い
は
夕
方
に
な
っ
て
急
に
腰
が
だ

表1　歴史とインフルエンザ

発生年 状況 

季節 出現地 亜型名 一般名称 罹患者数（罹患率） 死亡者数（率）

BC.430 ～ 427 ― アテネ アテネ疫病にてペロポネス戦争終結（NewEngl,J,Med,1985)

BC.412 ― アテネ ヒポクラテスの記述（Vilogy 3rd, 1996)

　862年 冬 近畿 『三代実録』「１月自去冬末、京城及畿内外、多患、咳逆、死者甚衆…」 

　984年 ― ― 『医心方』咳の治療の項「咳逆を之波不岐　しはぶき」と訓読みし 

1008年？ ― 源氏物語 『源氏物語』夕顔：この暁よりしはぶきやみに候らん。かしらいと痛くて苦しければ 

1010年 ― ― 『大鏡』「一条法王　しはぶきやみにて　37歳　崩御」

1329年 ― ― 『増鏡』「今年はいかなるにか、しはぶきやみはやりて、人多くうせたもうなかに」 

1358年 ― ― イタリアにてinfl uenza:the infl uence of either star or the cold weather 

1580年 夏 アジア 世界的大流行（アジア→アフリカ→6ヶ月で全欧州→新大陸）⇒高い致死率

1729年～ 1732年 春 ロシア 6ヶ月で全欧州→3年で全世界を席巻
流行に3回の波→1波より2波、3波と致死率が高くなる傾向

1781年～ 1782年 秋 中国 10ヶ月でロシア・欧州から世界に流行→致死率が高く、若者が多く死亡
英国で「インフルエンザ」という疾患名が使われ始める

1784年 ― ― 谷風：横綱谷風が罹患した　薩摩風邪（1802年）　琉球風邪（1832年） 

1830年～ 1833年 冬 中国 南へ放射線状に感染拡大→感染率20～ 25％とスペインフルに匹敵 

1835年 ― ― 『医療正始』「インフルエンザ：印弗魯英撤という用語」

1856年 ― ― アメリカ風　：下田に上陸したアメリカ人が流行させた 

1889年～ ― ― H3N8？ インフルエンザ桿菌発見 

1891年 ― ― 愛氏内科全書（アイヒホルスト訳本）流行性感冒の用語 （国内1890年流行）

1918年～ 1921年 春 
中国説 

H1N1 
スペインフル 罹患：4.5 ～ 10億（25％） 死亡：4,000万人（2%） 

米国説 日本では人口の43％が感染、39万人（0.75％）が死亡、３回の波 

1957年～ 1858年
冬 

中国・雲南 H2N2 
アジアフル 罹患率：20％～ 30％ 死亡：200万人（0.5%） 

2月 流行に気づいたのは5月頃 

1968年～ 1969年 夏 中国・
南東部 H3N2 

香港フル ― 死亡：100万人（0.5%） 

極めて穏やかな流行

2009年 春 メキシコ H1N1 （H1N1）2009pdm
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る
く
座
り
た
く
な
っ
た
、
下
半
身
が
ざ
わ
ざ
わ

し
た
、
頭
が
が
ん
が
ん
し
て
き
た
、
な
ど
の
全

身
症
状
が
最
初
に
出
る
。
気
が
つ
か
な
い
方
も

い
る
の
で
困
る
が
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
発
熱
し
て
き
た
ら
咽
頭
炎
や
扁
桃
炎

を
疑
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
局
所
症
状
に
気
が
付

き
に
く
い
疾
患
に
は
腎
盂
炎
が
あ
り
、
腎
臓
の

あ
た
り
を
ド
ン
と
叩
く
と
ズ
キ
ン
と
響
く
。
局

所
症
状
と
気
付
き
に
く
い
も
の
に
は
髄
膜
炎
が

あ
り
、
こ
の
場
合
は
「
顎
を
胸
に
付
け
る
」
こ

と
が
で
き
な
い
。
慢
性
副
鼻
腔
炎
の
急
性
増
悪

の
折
に
も
、
顔
の
ボ
ー
と
す
る
感
じ
が
あ
る
も

の
だ
が
、「
下
を
向
く
と
痛
み
が
増
す
」
な
ど

が
簡
便
な
鑑
別
法
で
あ
る
。
発
熱
の
鑑
別
の

た
め
に
す
ぐ
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
も
迅
速
診

断
は
陽
性
と
な
ら
な
い
の
で
、
電
話
相
談
で
は

一
二
時
間
待
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
身
近
な
周
囲
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
者
が
い
る
か
ど
う
か
、
ど

の
く
ら
い
の
接
触
が
あ
っ
た
か
も
参
考
に
な
る

の
で
、
会
合
や
出
か
け
た
後
に
症
状
が
出
た
の

で
あ
っ
た
ら
、
他
の
者
に
症
状
が
あ
る
か
な
い

か
も
前
も
っ
て
尋
ね
て
お
く
と
よ
い
。

発
熱
は
ウ
イ
ル
ス
が
熱
を
出
す
の
で
は
な
く
、

四
〇
度
の
熱
環
境
で
は
生
き
残
れ
な
い
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
殺
す
た
め
の
自
己
防
衛

で
あ
る
。
ヒ
ト
自
身
が
発
熱
す
る
た
め
に
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
放
出
し
、
小
刻
み
に
震
え
さ

せ
て
発
熱
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
他
の
ウ
イ
ル
ス
に
比
べ
て
、
増
殖

力
が
旺
盛
な
た
め
、
身
体
側
も
当
初
か
ら
全
身

が
臨
戦
態
勢
で
臨
む
わ
け
で
あ
る
。
全
身
症
状

が
先
行
す
る
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト

カ
イ
ン
症
状
は
通
常
の
解
熱
鎮
痛
薬
で
産
生
を

抑
制
す
る
こ
と
で
容
易
に
軽
快
す
る
が
、
薬
が

切
れ
て
く
れ
ば
リ
バ
ウ
ン
ド
し
て
も
っ
と
つ
ら

く
な
る
。
さ
ら
に
時
間
が
経
つ
と
、
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
鼻
汁
、
鼻
閉
、

咽
頭
痛
、
あ
る
い
は
咳
や
痰
と
い
っ
た
気
管
支

炎
症
状
が
で
る
。

わ
が
国
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
は
ウ
イ
ル
ス
増
殖
を
直
接
抑
え
る
の

で
、
比
較
的
速
や
か
に
こ
の
生
体
反
応
を
軽
く

す
る
。
発
熱
初
日
に
服
用
す
れ
ば
翌
日
に
は
解

熱
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
増
殖
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
四
八
時
間
後
以
降
の
服
用
で
は
、
自
然

経
過
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

病
原
体
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
も
と
も
と
水
鳥
を
宿
主

と
し
た
腸
内
ウ
イ
ル
ス
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

人
類
は
、
ス
ペ
イ
ン
フ
ル
に
よ
っ
て
世
界
規
模

の
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
経
験
し
た
。
そ

の
後
一
九
三
三
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

を
同
定
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

何
種
類
に
も
分
類
さ
れ
、
こ
の
一
九
一
八
年
の

ス
ペ
イ
ン
フ
ル
は
A
/
H
1
N
1
亜
型
、
次
に

一
九
五
七
年
に
は
ア
ジ
ア
フ
ル
A
/
H
2
N
2

亜
型
、
一
九
六
八
年
に
は
香
港
フ
ル　

A
/

H
3
N
2
、一
九
七
七
年
に
は
ソ
連
フ
ル
A
/

H
1
N
1
と
大
き
な
変
異
を
起
こ
し
て
世
界
的

大
流
行
が
発
生
し
た
。
当
然
型
番
の
付
い
て
い

る
も
の
が
流
行
し
た
の
で
は
な
く
、
発
見
順
に

名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
A
に
つ
い

て
は
A
型
、
B
型
、
C
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
分
類
さ
れ
る
中
で
の
A
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

M
1
蛋
白
、
N
P
蛋
白
の
抗
原
性
に
よ
る
分

類
で
あ
り
、
C
型
に
至
っ
て
は
電
子
顕
微
鏡
下

で
の
形
態
が
異
な
り
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
は
A

型
B
型
の
ゲ
ノ
ム
は
八
分
節
、
C
型
の
そ
れ
は

七
分
節
と
隔
た
り
が
あ
る
。
A
型
は
毎
年
異
な

る
亜
型
や
株
が
流
行
す
る
が
、
全
世
界
的
に
み

る
と
そ
の
年
の
流
行
株
は
数
種
類
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
B
型
に
は
あ
ま
り
変
異
が
見

ら
れ
ず
、
多
種
類
の
株
が
同
時
に
比
較
的
小
規

模
な
流
行
を
引
き
起
こ
す
。
C
型
は
臨
床
的
に

も
季
節
性
が
な
く
、
幼
小
児
期
に
罹
患
し
て
無

症
状
の
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
い
う
用
語
は
A
型　

B
型
に
限
っ
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

引
き
起
こ
す
の
は
A
型
に
限
る
。

A
型
は
さ
ら
に
H
：
H
A
＝
ヘ
マ
グ
ル
チ

ニ
ン
と
N
：
N
A
＝
ノ
イ
ラ
ミ
ダ
ー
ゼ
と
い

う
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
上
の
抗
原
性
の
違
い
で
分
類

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抗
原
性
は
H
A
が
一
六

種
類
、
N
A
が
九
種
類
、
H
1
N
1
か
ら

H
1
6
N
9
ま
で
存
在
す
る
。
競
馬
に
大
き

く
影
響
す
る
ウ
マ
の
罹
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

か
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が

存
在
す
る
。
こ
の
中
で
ヒ
ト
に
罹
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
こ
れ
ま
で
Ｈ
1
、
Ｈ
2
、
Ｈ
3
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
以

降
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
が
相
次
い
だ
た

※サイトカイン…細胞から分泌されるタンパク質で、特定の細胞
に情報伝達をするもの。
※産生…細胞で物質が合成・生成されること。
※同定…あるウイルスを調べて特定のウイルスであると確定させ
ること。
※M1蛋白、NP蛋白…ウイルス粒子を構成する蛋白質のうち
の各々一種。
※抗原性…体内に入ったとき抗体の産生をもたらす物質。
※エンベロープ…ウイルスの最も外側にある膜状の構造。
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め
次
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
H
５
や
H

７
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ヒ
ト
に

適
応
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。

今
般
の
豚
由
来
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
こ
こ

で
は
A
（
H
1
N
1
）
2
0
0
9
p
d
m
と

表
現
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を
持
た

な
い
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
フ
ル
や
ア
ジ
ア
フ
ル
な

み
の
感
染
爆
発
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ

イ
ン
フ
ル
の
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ジ
ア
フ
ル
の
蔓
延

と
と
も
に
駆
逐
さ
れ
、
さ
ら
に
香
港
フ
ル
の

出
現
で
ア
ジ
ア
フ
ル
は
消
え
去
っ
た
。
し
か
し

ソ
連
フ
ル
の
出
現
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
香
港
フ

ル
は
蔓
延
を
続
け
て
い
る
。
A
（
H
1
N
1
）

2
0
0
9
p
d
m
は
、
こ
の
四
月
以
来
全
世

界
的
に
他
の
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

を
駆
逐
す
る
勢
い
で
拡
散
し
て
い
る
。
例
外
と

し
て
南
ア
フ
リ
カ
で
は
Ｈ
3
Ｎ
2
が
今
季
の

主
要
ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ
た
が
、
南
半
球
の
流
行

株
は
ほ
と
ん
ど
Ｈ
1
Ｎ
1
で
あ
る
。

か
ぜ
博
士
と
し
て
名
を
馳
せ
た
久
留
米
大

学
名
誉
教
授
の
加
地
正
郎
先
生
の
お
話
に
な

っ
た
こ
と
を
引
用
し
な
が
ら
ご
紹
介
す
る
。
同

じ
型
の
車
も
発
売
当
初
は
よ
く
売
れ
る
。
こ

れ
は
免
疫
の
な
い
集
団
に
蔓
延
す
る
こ
と
を

表
す
。
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
し
ば
ら
く
は
よ
り
小
さ
な
流
行
を
繰
り
返

す
。
大
変
異
と
称
す
る
新
型
車
投
入
で
、
再

び
非
常
に
大
き
く
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
。
ス
ペ
イ

ン
フ
ル
、
ア
ジ
ア
フ
ル
、
香
港
フ
ル
と
流
行
の

初
め
の
年
に
は
い
ず
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引

き
起
こ
し
た
。
ア
ジ
ア
フ
ル
で
は
五
〇
歳
以
上

の
患
者
数
が
少
な
く
、
五
〇
年
前
の
流
行
を

推
測
さ
せ
る
。
こ
れ
は
新
型
と
い
え
ど
も
、
過

去
に
流
行
し
た
も
の
が
、
少
し
形
を
変
え
て
出

現
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
免
疫
と
し
て
は
交
差

免
疫
、
他
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
が
こ
の

ウ
イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す

る
。
A
（
H
1
N
1
）
2
0
0
9
p
d
m
が

ス
ペ
イ
ン
フ
ル
の
一
部
の
遺
伝
子
を
持
つ
た
め

か
一
九
五
六
年
以
前
の
生
ま
れ
の
者
に
免
疫
を

持
つ
者
が
三
分
の
一
ほ
ど
い
る
と
い
う
の
に
似

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
昨
年
香
港
フ
ル
に
罹
患

し
て
も
、
翌
年
ふ
た
た
び
香
港
フ
ル
に
罹
患
す

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス
側
も
変
化

し
て
い
く
の
で
、
免
疫
が
あ
る
な
ど
と
鵜
呑
み

に
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

A
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
原
因
は
新

し
い
抗
原
性
獲
得
に
あ
る
。
こ
の
新
種
登
場

を
ウ
イ
ル
ス
側
か
ら
み
る
と
粗
製
乱
造
と
で
も

表
現
す
べ
き
旺
盛
な
ウ
イ
ル
ス
複
製
能
力
に
あ

る
。
前
述
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
も
、
ウ

イ
ル
ス
増
殖
力
に
対
応
す
る
急
激
な
生
体
反

応
こ
そ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
で
あ
り
、
専

門
的
な
用
語
で
あ
る
が
サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー

ム
そ
の
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
ウ
イ
ル
ス
の
中

に
は
増
殖
す
る
た
め
の
酵
素
を
失
っ
て
増
殖
力

の
な
い
ウ
イ
ル
ス
も
で
き
る
が
、
周
囲
の
ウ
イ

ル
ス
が
そ
の
酵
素
を
産
生
す
る
こ
と
で
増
殖
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
ブ
タ
は
鳥
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
も
罹
り
、
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
も
罹
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
イ
ル
ス
遺

伝
子
が
融
合
し
て
、
新
た
な
ヒ
ト
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
作
ら
れ
て
い
く
。
し
た
が
っ

て
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
ブ
タ
が
多
く
、
か
つ

鶏
も
多
く
存
在
す
る
場
所
が
新
種
登
場
に
不

可
欠
な
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
新
型
ウ
イ

ル
ス
は
香
港
で
作
ら
れ
る
と
い
う
仮
説
も
あ
っ

た
。
実
際
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

最
初
の
ヒ
ト
へ
の
集
団
感
染
と
し
て
報
告
さ
れ

た
の
は
、
一
九
九
七
年
香
港
で
あ
っ
た
。
A

（
H
1
N
1
））
2
0
0
9
ｐ
ｄ
ｍ
は
メ
キ
シ

コ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
資
本
に
よ
る
養
鶏
場

で
発
生
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
真
偽
は

定
か
で
な
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
集
団
の
中
で

次
々
と
感
染
を
繰
り
返
し
、
爆
発
的
に
増
殖

す
る
。
自
然
界
に
は
な
い
集
団
の
鳥
、
す
な

わ
ち
養
鶏
場
の
鶏
＝
家
禽
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
好
都
合
な
の
で
あ
る
。
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
中
で
も
鶏
の
大
量
死
を
招

く
も
の
を
従
来
は
家
禽
ペ
ス
ト
と
呼
び
、
恐
れ

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
病
原
性
の
高
さ
か
ら
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
総
称
す
る
。
Ｈ
5

Ｎ
1
亜
型
や
Ｈ
7
亜
型
の
す
べ
て
が
高
病
原

性
で
は
な
い
が
、
逆
に
高
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
Ｈ
５
亜
型
か
Ｈ
７
亜
型
に
限
ら
れ
て
い

る
。
低
病
原
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
れ
ば
鼻

腔
炎
、
気
管
炎
、
下
痢
症
状
に
す
ぎ
な
い
も
の

が
、
高
病
原
性
の
場
合
は
一
晩
の
う
ち
に
同
一

ゲ
ー
ジ
内
の
鶏
が
二
〇
万
羽
一
〇
〇
万
羽
と
い

う
単
位
で
死
ん
で
し
ま
う
ぐ
ら
い
の
病
原
性
の

違
い
が
あ
る
。
一
方
、
同
じ
高
病
原
性
で
も
野

鳥
が
数
万
羽
死
ぬ
こ
と
は
な
く
、
密
集
し
た
な

※高病原性…インフルエンザの場合、重い症状（全身症状）や
高い致死率をもたらす性質という意味で用いられる。「強毒性」
も同じ意味。

※pdm…ウイルス名の末尾にパンデミックウイルスであることを
明示するため付けられたもの。

※サイトカインストーム…サイトカインが過剰に体内でつくられ
ること。
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か
で
増
殖
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
次
々
に
拡
が
っ
て

い
く
の
で
、
人
為
的
な
鶏
の
病
気
と
な
る
。
ウ

イ
ル
ス
か
ら
見
れ
ば
、
生
き
延
び
て
い
く
環
境

を
ヒ
ト
が
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
現
在
、
密
集
で
は
な
く
て
も
交
通
な
ど
の
移

動
手
段
に
よ
り
、
ヒ
ト
も
好
都
合
な
標
的
な
の

で
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

わ
が
国
で
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し

て
寒
い
時
期
の
疾
患
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、

湿
度
に
も
っ
と
も
影
響
さ
れ
る
。
乾
燥
ば
か
り

で
な
く
湿
潤
で
も
ウ
イ
ル
ス
は
増
殖
す
る
の
で
、

予
防
に
は
湿
度
五
〇
％
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
実

質
的
に
は
四
〇
％
か
ら
六
〇
％
の
間
が
許
容

範
囲
で
あ
り
、
沖
縄
で
は
本
土
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
流
行
す
る
。

罹
っ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ト
の
咳
に
は
ウ
イ
ル
ス

が
含
ま
れ
、
な
ん
と
時
速
一
三
〇
㎞
の
ス
ピ
ー

ド
で
、
一
〇
ｍ
は
飛
散
す
る
。
マ
ス
ク
を
し
て

ほ
し
い
所
以
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
通
勤
電
車

や
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
は
事
欠
か
な
い
環
境
が
あ
り
、

ひ
と
た
び
流
行
し
始
め
れ
ば
、
急
速
な
感
染
爆

発
と
な
る
。
ヒ
ト
に
届
か
な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス

で
さ
え
、
マ
ス
ク
や
衣
服
で
八
時
間
、
ス
テ
ン

レ
ス
の
上
で
は
二
日
間
生
き
て
い
る
の
で
、
手

を
洗
う
こ
と
で
自
分
の
口
や
気
道
に
ウ
イ
ル
ス

が
侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

ワ
ク
チ
ン
も
有
用
で
あ
る
。
流
行
の
半
年
前

に
流
行
株
を
予
測
し
て
ワ
ク
チ
ン
製
造
に
入
る

が
、
予
想
が
外
れ
て
流
行
を
起
こ
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。
現
在
で
は
ヒ
ト
が
も
っ
と
も
集

団
生
活
を
す
る
学
校
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
集

団
接
種
を
し
て
い
な
い
た
め
、
免
疫
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
点

も
感
染
爆
発
の
要
因
と
な
る
。
た
だ
し
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
発
症
を
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、

重
症
化
を
防
止
す
る
ワ
ク
チ
ン
、
罹
っ
て
も
軽

く
す
ま
せ
る
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
の
で
、
手
洗
い
、

う
が
い
、
マ
ス
ク
に
よ
る
予
防
は
必
要
で
あ
る
。

就
寝
時
の
マ
ス
ク
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
下
で
う
た

た
寝
し
て
し
ま
う
向
き
に
も
有
用
で
あ
る
の
だ

が
、
ヒ
ト
の
呼
気
は
お
よ
そ
湿
度
四
九
％
で
あ

り
、
の
ど
を
守
っ
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
し

て
く
れ
る
。
寝
て
い
る
う
ち
に
外
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
数
時
間
四
九
％
を
保
っ
て
く
れ
れ
ば
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
減
少
す
る
。

タ
ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
な
ど
の
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
に
つ
い
て
は
、
予
防
投
与
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
重
篤
な
疾
患
を
合
併
し
て
い
る
方

や
、
介
護
を
し
て
い
る
方
に
も
必
要
性
は
あ
る

だ
ろ
う
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
毎
日
服
用

し
続
け
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
A
に
は
罹
ら

な
い
と
思
う
が
、
免
疫
も
で
き
な
い
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
が
出
る
ま
で
延
々
と
服
用
す
る

覚
悟
が
い
る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
罹
っ
た
ら

す
ぐ
服
用
と
い
う
の
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
A
（
H
1
N
1
）
2
0
0
9

（
正
式
名
称
はpandemic infl uenza A

（H1N1

）pdm

）

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
旅
行
を
取

り
や
め
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ

う
。
四
月
二
三
日
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
か
ら
メ
キ
シ
コ

で
感
染
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
表
さ

れ
た
。
ま
た
た
く
間
に
各
国
に
飛
び
火
し
、
わ

が
国
の
異
常
な
検
疫
体
制
が
世
界
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
島
国
で
あ
り
、
鎖
国
を
し
た

お
国
柄
で
あ
ろ
う
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ

ト
適
応
を
前
提
に
し
た
検
疫
法
や
感
染
症
法

に
縛
ら
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
も
そ

も
致
死
率
六
〇
％
が
予
想
さ
れ
る
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
適
応
を
前
提

に
し
た
行
政
対
応
を
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
適
応
し
た
こ
と
に
よ
る
混
乱
で
あ
る
。
近

い
う
ち
に
新
型
と
い
う
肩
書
が
外
れ
て
、
通
常

の
対
応
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
が
刊
行

さ
れ
る
こ
ろ
は
、
全
国
に
蔓
延
し
て
い
て
、
世

論
の
揺
り
戻
し
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
に
備
え
た
法
整

備
が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
。

今
は
多
く
を
語
る
べ
き
段
階
で
は
な
い
が
、
地

方
自
治
体
な
り
、
保
健
行
政
の
人
手
不
足
を

見
せ
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
る
べ
き
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
け
る
壮
大
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
し
て
お
こ
う
。

現
時
点
で
は
致
死
率
〇
・
四
か
ら
〇
・
五
％

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
医
療
の
違
い
が
あ
る
の

で
病
原
性
の
比
較
に
は
な
ら
な
い
が
、
ス
ペ
イ

※CDC…疾病予防管理センター
　（Centers for Disease Control and Prevention）
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ン
フ
ル
で
二
％
、
ア
ジ
ア
フ
ル
で
〇
・
五
％
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
A
（
H
1
N
1
）

p
d
m
は
、
ま
だ
ま
だ
若
者
の
罹
患
が
主
体
で

あ
る
の
で
、
来
年
に
は
一
％
前
後
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

六
〇
％
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
軽
症
で
あ
る
が
、

致
死
率
一
％
は
、
三
〇
〇
〇
万
人
が
罹
患
し

た
と
す
る
と
、
三
〇
万
人
死
亡
、
す
な
わ
ち
全

悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
に
よ
る
死
亡
率
に
相
当

す
る
と
ん
で
も
な
い
数
値
な
の
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
フ
ル
程
度
の
被
害
予
想
に
し
て
も
七
七
〇
〇

人
の
死
亡
で
あ
る
。
も
う
一
度
、
気
を
引
き
締

め
て
と
り
か
か
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
四
月
五
月
か
ら
夏

場
に
か
け
て
く
す
ぶ
り
続
け
、
九
月
に
は
感
染

爆
発
す
る
。
第
一
波
が
終
え
て
か
ら
、
第
二
波

と
な
る
と
死
亡
率
が
上
が
る
の
は
過
去
に
経
験

さ
れ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
フ
ル
は
軍
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
国
に
持
ち
帰
り
、
次
に
一
般
市
民
に
拡

大
し
た
。
罹
患
す
る
ヒ
ト
の
層
が
違
う
の
か
も

し
れ
な
い
。
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
報
道
さ
れ
る
が
、
感
染
力
が
強
く
、
増
殖

力
が
強
い
も
の
が
勝
ち
残
る
。
重
篤
す
ぎ
る
と

感
染
拡
大
し
に
く
い
の
だ
が
、
患
者
に
よ
っ
て

症
状
が
異
な
る
よ
う
に
、
す
で
に
持
病
の
な
い

中
高
年
の
死
亡
も
報
告
さ
れ
、
基
礎
免
疫
の

あ
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
に
扱
う

の
は
危
険
で
あ
る
。
A
（
H
1
N
1
）
p
d
m

に
は
ま
だ
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
。
出
回
り
始
め
て

も
、
本
来
二
回
打
っ
て
免
疫
を
つ
け
る
は
ず
で

あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
一
回
打
ち
で
我

慢
し
て
い
た
だ
く
の
か
。
優
先
順
位
ば
か
り
が

課
題
で
は
な
い
。
先
進
国
の
あ
る
北
半
球
は
同

時
進
行
な
の
で
、
輸
入
は
考
え
ら
れ
な
い
。
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
も
備
蓄
は
あ
る
が
、
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
蔓
延
期
に
、

国
内
市
場
だ
け
の
放
出
で
よ
い
の
か
ど
う
か
。

健
常
者
の
罹
患
に
つ
い
て
は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
を
投
与
し
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
国
は

少
な
く
な
い
。
一
部
に
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て
今
季
に

は
備
蓄
薬
を
保
持
し
て
お
く
と
い
う
考
え
も
あ

る
。
爆
発
的
医
療
需
要
が
、
か
え
っ
て
医
療

を
破
た
ん
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
心
配

は
尽
き
な
い
が
、
個
人
個
人
に
予
防
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
波
を
低

く
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期
待
す
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
：business continuity plan

行
政
に
携
わ
る
方
へ
の
お
願
い
と
し
て
、
事

業
継
続
計
画
（business continuity plan : 

B
C
P
)

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
災
害
時
に
知
事

や
市
長
の
号
令
一
過
、
事
務
官
が
シ
ャ
ベ
ル

を
持
っ
て
災
害
復
旧
に
あ
た
る
と
か
、
本
来
業

務
を
二
の
次
に
し
て
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な

い
救
助
作
業
が
、
も
っ
と
も
身
近
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。
そ
れ
は
業

務
を
三
つ
に
仕
分
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ま

ず
、
不
急
の
業
務
の
差
し
止
め
で
あ
り
、
次
に

継
続
す
べ
き
業
務
で
あ
り
、
最
後
に
新
た
に
発

生
す
る
優
先
業
務
で
あ
る
。
用
語
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
工
場
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
停
止
で

は
な
く
、
最
低
限
の
ラ
イ
ン
稼
働
を
考
え
な
が

ら
、
急
峻
な
復
旧
に
備
え
る
と
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
民
間
で
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

行
政
で
は
よ
う
や
く
議
論
の
端
緒
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
流
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
作
ら
れ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
誰
に
接
種
す
る

か
、
誰
か
ら
接
種
す
る
か
結
論
は
で
て
い
な
い

が
、
行
政
機
能
の
維
持
、
感
染
拡
大
の
防
止
、

重
症
化
の
防
止
の
た
め
基
礎
疾
患
を
持
つ
患
者

か
ら
と
、
立
場
が
異
な
れ
ば
様
々
な
意
見
が
あ

る
。
医
療
従
事
者
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
医
者
と
い
え
ど
も
薬
が
な
け

れ
ば
経
過
観
察
す
る
し
か
手
段
が
な
い
。
人
手

や
物
流
が
途
絶
え
た
ら
誰
も
仕
事
が
で
き
な
い
。

マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
保
育

園
の
閉
鎖
が
か
な
り
こ
た
え
る
の
で
は
な
い
か
。

看
護
学
生
や
医
学
生
た
ち
に
、
十
分
に
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
た
め
に
は
い
か
ほ
ど
の

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
天
変
地
異
の

災
害
で
は
水
道
、
電
気
、
食
糧
と
い
っ
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
最
優
先
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
で
は
ど
の
よ
う
な
順
位
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
考
え
な
が

ら
今
季
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
我
々
医
療
機
関
も
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
大
流
行
の
中
で
、
そ
の
感
染
を
防
ぎ

な
が
ら
診
療
を
続
け
る
通
常
医
療
の
需
要
が
あ

り
、
行
き
詰
っ
た
病
院
経
営
の
中
で
生
き
残
っ

て
い
く
べ
く
、
ま
さ
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
構
築
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る
。


